
い
よ
い
よ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員
名
簿
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

前
号
の
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
昨
年
七
月
の
総
会
決

議
に
基
づ
き
、
従
来
年
一
回
総
会
に
あ
わ
せ

て
発
刊
し
て
き
た
会
員
名
簿
の
刊
行
を
本
年

よ
り
取
り
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲

覧
・
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま

す
。も

ち
ろ
ん
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
を
施
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

四
月
ス
タ
ー
ト
を
目
途
に
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
バ
ナ
ー
広
告
も
順
次
拡
大

し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

観
光
ク
ラ
ブ
会
員
約
三
千
人
の
同
窓
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
有
効
活
用
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か

を
図
（
二
ペ
ー
ジ
目
）
で
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
ご
自
身
の
登
録
情
報
の
ご
確
認

観光事業にたづさわる立教大学校友相互の親睦をはかり、わが国の観光事業発展のためいささかなりとも寄与したい。
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国
土
交
通
省
は
、
観
光
産
業
の
振
興
策
等

を
手
が
け
る
「
観
光
庁
」
を
来
年
度
に
創
設

す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

観
光
立
国
の
実
現
へ
向
け
て
体
制
を
強
化

し
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
や
魅
力
的
な
観

光
地
づ
く
り
を
促
進
す
る
狙
い
が
あ
り
ま

す
。
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
に
集
う
仲
間
に
も
今

後
と
も
大
い
に
関
係
す
る
省
庁
に
な
る
こ
と

は
必
須
で
あ
り
こ
の
度
、
機
会
を
得
て
　
総

合
政
策
局
　
観
光
政
策
課
長
　
佐
藤
善
信

様
、
課
長
補
佐
　
瀬
井
威
公
様
よ
り
、
観

光
庁
の
新
設
に
つ
い
て
の
説
明
を
お
聞
き
し

て
参
り
ま
し
た
。

【
基
本
計
画
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

一
　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
、
一
〇
〇
〇
万

人
に
。

二
　
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
を
、
二
〇
〇
〇

万
人
に
。

三
　
国
内
で
の
観
光
旅
行
消
費
額
を
、
三
〇

兆
円
に
。

四
　
国
内
観
光
旅
行
で
の
年
間
宿
泊
数
を
、

四
泊
に
。

五
　
国
際
会
議
を
、
五
〇
％
増
へ
。

一
‥
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
二
〇
〇
三
年

の
五
二
一
万
人
か
ら
二
〇
〇
七
年
で
は
八
三

五
万
人
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
東
ア
ジ
ア

（
韓
国
・
台
湾
・
中
国
・
香
港
）が
過
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
米
国
人（
第
四
位
）、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人（
第
六
位
）、
イ
ギ
リ
ス
人

（
第
七
位
）も
健
闘
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
魅

力（
温
泉
・
雪
・
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ア
ニ

メ
・
歴
史
文
化
等
）が
外
国
人
を
誘
引
し
て
い

ま
す
。

二
‥
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
数
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
に
過
去
最
高
値
の
一
七
八

一．
九
万
人
を
記
録
し
て
以
来
、
ま
だ
そ
の

レ
ベ
ル
に
ま
で
回
復
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
海
外
に
出
か
け
る
人

国
土
交
通
省
が
来
年
度

「
観
光
庁
」
創
設
へ

新
シ
ス
テ
ム
移
行
に
つ
い
て

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
紙
面
で
は
な
か
な
か
出
来
な
か

っ
た
こ
と
、
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ら
で
は
の
特
徴
を
活

か
し
た
サ
イ
ト
作
り
を
推
進
し
ま
す
。
例
え

ば
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
、
営
業
情
報
の
掲

載
、シ
リ
ー
ズ
化
し
て
お
伝
え
し
た
い
も
の
、

過
去
の
記
事（
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）、
メ
ン
バ

ー
の
意
見
交
換
や
ブ
ロ
グ
的
な
展
開
、
各
支

部
か
ら
の
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
、
大
学
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
各
業
界
と
の
情
報
交

換
、
現
役
学
生
か
ら
の
意
見
登
壇
等
々
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
う
い
う
展
開
が
出
来
る
の
も
今
ま
で

の
観
光
ク
ラ
ブ
が
蓄
積
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
産
・
官
・
学

の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で

す
。
他
大
学
の
観
光
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

比
べ
て
も
量
的
・
質
的
に
も
圧
倒
的
な
先
達

の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら

の
資
産
価
値
を
活
か
し
た
知
恵
や
経
験
値
の

流
通
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
四
月
ス
タ
ー
ト
の
シ
ス
テ

ム
は
そ
の
可
能
性
を
大
い
に
実
現
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
恩
恵
に

あ
ず
か
れ
る
の
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

た
人
で
す
。
ま
ず
は
登
録
を
!!
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。

式
場

が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
‥
国
内
観
光
旅
行
消
費
額
は
二
〇
〇
五
年

度
に
二
四．
四
兆
円
で
し
た
が
二
〇
一
〇
年

に
は
三
〇
兆
円
を
目
指
し
ま
す
。
余
暇
増
大

（
有
給
休
暇
取
得
率
の
向
上
・
団
塊
世
代
の
台

頭
）、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
等
で
国

内
で
の
観
光
旅
行
消
費
の
拡
大
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

四
‥
国
民
１
人
当
た
り
の
宿
泊
観
光
旅
行
回

数
及
び
宿
泊
数
で
す
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は

旅
行
回
数
一．
七
〇
回
、
年
間
宿
泊
数
二．

八
一
泊
で
し
た
。
二
〇
〇
六
年
で
は
そ
れ
ぞ

れ
一．
六
八
回
、
二．
七
二
泊
と
伸
び
悩
ん

で
お
り
ま
す
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
年
間
宿

泊
数
を
四
泊
に
増
や
す
べ
く
、
施
策
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

五
‥
国
際
会
議
の
誘
致
に
関
し
て
は
、
国
際

会
議
を
開
催
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
た
う

え
で
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
か
ど
う

か
が
競
合
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
や
中
国
、
韓
国
が
取
り
組
み
を
強

化
し
て
お
り
、
そ
の
開
催
件
数
は
我
が
国
を

上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
も
取
り
組
み

を
強
化
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一
六
八
件

で
し
た
が
、
こ
れ
を
二
〇
一
一
年
に
は
二
五

二
件
に
増
や
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

観
光
庁
を
創
設
す
る
意
義
は
、
国
を
挙
げ

て
観
光
立
国
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
こ

と
、
関
係
省
庁
と
の
関
係
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、（
具
体

的
に
は
長
官
を
置
く
こ
と
）地
域
や
国
民
に

対
し
て
観
光
地
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
相
談

窓
口
を
一
元
化
し
て
効
率
化
と
利
便
性
を
追

求
す
る
こ
と
、
の
三
点
で
す
。
観
光
に
関
し

て
今
ま
で
も
法
務
省
、
外
務
省
、
文
科
省
、

厚
労
省
、
農
水
省
、
経
産
省
、
環
境
省
等
多

省
庁
が
様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

観
光
立
国
関
係
省
庁
連
絡
会
議
等
の
場
を
活

用
し
て
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
と
の
お

話
で
し
た
。
地
方
自
治
体
か
ら
も
窓
口
が
一

元
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
利
便
性
が
増
す
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
　
宮
田
・
黒
田
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阿
部
行
信
、
飯
島
完
、
飯
田
利
幸
、

石
濱
朗
、
井
出
正
彦
、
伊
藤
守
、

岩
間
茂
次
、
大
槻
恒
弘
、
鍔
一
郎
、

春
日
乙
彦
、
片
野
佳
弘
、
岸
野
浩

平
、
越
塚
宗
孝
、
五
艘
み
ど
り
、

小
堀
真
吾
、
坂
根
正
敏
、
塩
野
谷

住
雄
、
塩
見
恭
司
、
清
水
誠
、
下

杉
克
郎
、
朱
憲
論
、
菅
原
勇
一
郎
、

鈴
木
雄
二
郎
、
高
林
靖
幸
、
田
澤

幸
子
、
田
野
敏
明
、
名
浦
正
美
、

花
岡
貞
夫
、
林
郁
太
郎
、
原
英
之
、

日
向
弘
吉
、
平
岡
健
二
、
福
田
圭

吾
、
福
原
章
、
藤
原
喜
巳
男
、
松

井
幹
雄
、
宮
田
悦
雄
、
安
永
伸
子
、

矢
田
部
修
一
、
山
下
智
司
、
山
本

爆
、
山
元
春
三
、
若
林
修
、
中
部

連
合
支
部

阿
部
行
信
、
飯
島
完
、
伊
藤
守
、

岸
野
浩
平
、
五
艘
み
ど
り
、
小
堀

真
吾
、
坂
根
正
敏
、
朱
憲
論
、
中

島
一
彰
、
福
原
章
、
山
元
春
三

清
流
長
良
川
の
畔
に
た
た
ず
む

ホ
テ
ル
パ
ー
ク
は
創
業
一
一
三
年

を
迎
え
る
老
舗
の
日
本
の
旅
館
、

黎
明
期
の
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
歴
史

を
今
に
伝
え
る
宿
泊
施
設
で
す
。

も
と
も
と
は
明
治
館
か
ら
始
ま
り
、

八
層
閣
と
い
う
和
洋
料
理
の
店

「
金
鍋
と
銀
鍋
」
で
出
す
牛
鍋
が
流

行
り
、
行
列
の
出
来
る
料
理
店
で

し
た
。
そ
の
後
大
正
六
年
に
長
良

川
に
港
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
現
在

の
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
の
原
型
が
完
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
一
〇
年
頃
に
は
世

界
に
誇
る
日
本
の
文
豪
川
端
康
成

の
小
説
『
篝
火
』
の
舞
台
に
も
な

り
ま
し
た
。

戦
後
は
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
た

り
し
な
が
ら
時
代
の
波
に
翻
弄
さ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
七
年
接
収

解
除
後
は
精
力
的
に
こ
な
し
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
次
々
と
導
入
し
て

い
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
鉄
筋
仕

立
て
の
洋
館
、
大
型
バ
ス
を
取
り

入
れ
て
の
お
客
様
専
用
送
迎
サ
ー

ビ
ス
等
地
域
の
観
光
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
で
も
変
わ
ら
ぬ
創
業
期
か

ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
は
ま
す
ま

す
研
か
れ
て
受
け
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。

四
代
目
　
山
岡
常
男
先
輩
に
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
現
在
は
会

長
職
に
居
ら
れ
、
社
長
業
は
ご
子

息
　
利
安
様
に
譲
ら
れ
て
い
ま
す
。

：

学
生
時
代
は
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
？

ホ
テ
ル
研
究
会
で
様
々
な
実
習

を
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ

研
合
宿
で
の
思
い
出
は
多
く
実
習

で
は
学
べ
な
い
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
ま
し
た
。
私
が
学
生
の
頃
は

長
嶋
茂
雄
氏
の
全
盛
時
代
で
悠
々

と
遊
ん
で
い
ま
し
た
ね
（
笑
）

：

大
学
時
代
の
ど
ん
な
経
験
・
体

験
が
旅
館
経
営
に
お
役
に
立
っ
た

と
お
考
え
で
す
か
？

五
〇
年
も
ま
え
の
こ
と
で
す
け

ど
、
よ
く
憶
え
て
い
ま
す
が
、
実

習
に
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な
経
験

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
し
て

か
ら
も
３
年
間
は
他
に
修
行
に
行

き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
の
上
に
立

ち
率
先
垂
範
を
す
る
立
場
に
な
っ

て
か
ら
も
大
学
で
の
経
験
は
役
に

立
ち
ま
し
た
。
藍
綬
褒
章
や
昨
年

の
旭
日
双
光
賞
を
受
賞
（
生
活
衛

生
の
向
上
に
貢
献
）
で
き
ま
し
た

こ
と
も
学
生
時
代
の
実
習
経
験
の

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

：

当
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
に
期
待
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見

を
伺
い
た
い
と
存
じ
ま
す
が
？

旅
館
業
の
経
営
の
基
礎
に
な
る

よ
う
な
活
動
（
勉
強
会
や
実
習
経

験
）
も
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
。

：

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
、
将
来

の
展
望
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。現

職
を
離
れ
た
の
で
地
域
の
活

動
に
今
ま
で
以
上
に
引
っ
張
り
出

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
（
笑
）

旅
館
業
法
や
ホ
テ
ル
業
の
勉
強
会

な
ど
の
活
動
も
あ
る
が
支
配
人
に

任
せ
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
（
笑
）

オ
ー
ナ
ー
は
し
っ
か
り
勉
強
を
し

な
い
と
旅
館
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
な
る
と
地
域
の
文
化
を

残
す
こ
と
日
本
の
文
化
を
残
す
こ

と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
。
だ
か
ら
し
っ
か
り
学
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。

：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
現
社
長
　
利
安
様
に
も
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
黒
田
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「
立
教
Ｏ
Ｂ
に
は
他
の
大
学

に
な
い
唯
一
無
二
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
観

光
業
の
中
で
と
り
わ
け
宿

泊
業
に
携
わ
る
諸
先
輩
を

多
く
輩
出
し
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
日
本
の
宿

泊
産
業
の
黎
明
期
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
系
譜
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

事
実
で
す
。
こ
の
産
業
を

再
度
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
産
業
が
世
界
を
圧
巻
す

る
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
本
質
で

あ
る
日
本
文
化
を
発
信
し

て
行
く
装
置
と
し
て
の
日

本
の
宿
泊
業
の
役
目
に
つ

い
て
も
再
度
見
直
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
で
き
る
の
は
立
教
観
光

ク
ラ
ブ
を
お
い
て
他
に
な

い
と
考
え
る
か
ら
で
す
」

第
三
回

地
域
文
化
・
日
本
文
化
を

語
り
継
ぐ
装
置
と
し
て

長
良
川
　
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
　
会
長
山
岡
常
男
氏（
昭
33
営
）

〜

➡

一
五
六
、〇
〇
〇
円

平成19年9月

平成20年1月
計45名

運
営
基
金

寄
付
者
リ
ス
ト

〜

➡

六
〇
、〇
〇
〇
円

平成19年9月

平成20年1月
計11名

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

外
国
人
留
学
生
奨
学
金

寄
付
者
リ
ス
ト
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を
と
の
ご
発
案
で
、
全
員
そ
ろ
っ
て
中

根
先
輩
を
祝
う
乾
杯
の
大
合
唱
。
予
想

外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
驚
か
れ
て
い
る
中

根
先
輩
の
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

中
締
め
に
は
、
大
澤
勝
名
鉄
犬
山
ホ

テ
ル
専
務
取
締
役
総
支
配
人
（
昭
43
経
）

の
海
外
で
の
ホ
テ
ル
経
験
を
交
え
た
楽

し
い
お
話
し
と
と
も
に
懇
親
会
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
、
上
は
昭
42
年
卒
か
ら
下
は

平
一
六
年
卒
と
、
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
四
方
支
部
長
の
挨
拶
の
中
に
あ
っ

た
、「
立
教
は
、
卒
業
し
て
み
て
つ
く

づ
く
良
い
学
校
だ
っ
た
と
感
じ
る
学

校
」
と
の
お
言
葉
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
懇
親
会
で
し
た
。

報
告：

酒
井
亜
希
子
（
平
７
観
）

前
回
の
懇
親
会
か
ら
、
一
年
二
ヶ
月
。

中
部
連
合
支
部
と
し
て
の
懇
親
会
を
再

び
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

回
は
、
東
京
か
ら
宮
田
悦
雄
立
教
観
光

ク
ラ
ブ
副
会
長
（
昭
49
法
）
と
式
場
事

務
局
長
（
昭
56
法
）
が
ご
参
加
く
だ
さ

り
、
総
勢
二
十
九
名
で
の
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
も
、
ま
ず
は
中
部
連
合
支
部
長

で
あ
る
四
方
啓
暉
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト

ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
専
務
取
締
役
総
支
配

人
（
昭
44
法
）
の
開
催
の
ご
挨
拶
。
続

い
て
、
宮
田
副
会
長
か
ら
東
京
で
の
観

光
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
を
含
め
た
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

乾
杯
の
ご
発
声
は
、
今
回
の
参
加
者

の
中
で
一
番
の
先
輩
で
あ
る
寺
田
直
喜

戸
田
家
旅
館
代
表
取
締
役
会
長
（
昭
41

産
）
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
寺
田
先

輩
は
、
三
年
連
続
で
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦
中
で
、
昨
年
暮
れ
の
大
会
で

は
、
な
ん
と
前
年
の
記
録
を
三
〇
分
以

上
も
更
新
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
パ
ワ
フ
ル
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
披
露
頂
き
な
が
ら
、

懇
親
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
進
行

し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
石
川
雅
雄
先
輩
（
昭
44
産
）

か
ら
、
今
年
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る
中
根

一
泰
先
輩
（
昭
46
観
）
の
た
め
に
乾
杯
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教
観
光
ク
ラ
ブ
中
部
連
合
支
部
懇
親
会

報
告

日
時：

二
〇
〇
八
年
一
月
二
十
五
日
（
金
）
一
九：

〇
〇
〜

場
所：
名
古
屋
駅
前
　
「
北
京
料
理
　
百
楽
」

中根先輩（中央）の還暦に乾杯！

吉
田
現
在
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
観
光

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
印
象
、
総
会
に
対
す

る
感
想
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
坪
総
会
の
受
け
付
け
を
手
伝
っ
た

時
に
思
っ
た
事
は
、
若
い
人
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

大
口
私
は
ド
ア
プ
ラ
イ
ズ
の
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
感
想
で
す
ね
。
た

だ
、
仕
事
が
忙
し
い
だ
け
で
な
く
、
会
費

も
大
き
な
負
担
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村
確
か
に
名
刺
を
持
っ
て
ウ
ロ
ウ
ロ

す
る
事
、
多
い
で
す
ね
。
同
年
代
の
人
が

も
っ
と
居
る
と
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

中
島
総
会
は
出
会
い
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
か
ら
、
あ
と
は
誰
も
が
参
加
で
き

る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

宮
島
年
代
ご
と
の
ホ
ス
ト
を
決
め
て
あ

る
と
総
会
の
場
で
孤
立
し
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

高
橋
近
い
世
代
で
集
ま
れ
れ
ば
楽
し
そ

う
で
す
が
、幹
事
役
は
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

大
口
総
会
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
「
こ

ん
な
事
を
し
ま
す
の
で
生
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
の
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
ら
せ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

中
島

総
会
で
テ
ー
マ
別
の
輪
を
作
り
、

ニ
ュ
ー
ス
で
告
知
す
る
の
も
い
い
と
思
い

ま
す
。

【
観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
】

畠
野
年
配
者
の
会
で
あ
り
ニ
ュ
ー
ス
で

あ
る
様
な
印
象
を
受
け
ま
す
ね
。
紙
面
を

カ
ラ
ー
に
し
た
り
内
容
も
も
っ
と
情
報
誌

的
な
側
面
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
も
っ
と
若
い
人
か
ら
寄
稿
し
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
大
先
輩
の
記
事

よ
り
身
近
で
読
み
や
す
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。

高
橋
年
代
ご
と
に
紙
面
を
開
放
し
て
記

事
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
の
人
に
は
立
教

グ
ッ
ズ
等
の
謝
礼
を
あ
げ
る
と
か
…

吉
田
公
認
の
記
者
を
指
名
し
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
編
集
に
も
若
い
人
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
導
入
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

す
し
ね
。

大
坪
学
生
に
も
記
事
を
書
か
せ
た
ら
ど

う
で
す
か
。優
秀
作
に
は
賞
を
贈
る
と
か
。

高
梨

話
題
の
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
も
面
白
そ
う
。

伊
藤
今
頑
張
っ
て
い
る
人
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
も
い
い
で
す
ね
。

高
橋
こ
の
新
聞
を
持
っ
て
行
く
と
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

と
か
。

吉
田
確
か
に
観
光
ク
ラ
ブ
会
員
の
割
引

シ
ス
テ
ム
を
作
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

木
村
購
読
料
で
会
員
の
線
引
き
は
し
た

く
な
い
で
す
ね
。

高
梨
総
会
に
出
席
で
き
な
い
人
を
ニ
ュ

ー
ス
で
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

清
水
色
々
な
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
の
運
営
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
抜
粋
）

観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
の
一
九
九
七
年
第
66
号
に
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
若
手
座
談
会
　
〜
ク
ラ
ブ
に
何
を
期
待
す
る

か
そ
の
活
性
化
の
た
め
に
〜
　
と
い
う
テ
ー
マ
で
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
の
若
手
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
指
摘
さ
れ
た
課
題
の
解

決
策
が
今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
観
光
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
別
の
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
少
な
く
て
も
今
年
ま
で
の
改
革
は
空
白

の
十
年
で
は
な
か
っ
た
事
は
お
解
か
り
か
と
存
じ
ま
す
。

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

若
手
座
談
会

〜
ク
ラ
ブ
に
何
を
期
待
す
る
か
、

そ
の
活
性
化
の
た
め
に
〜

会
員
の“

高
齢
化‘

、
ニ
ュ
ー
ス
購
読

料
の
不
足
が
問
題
と
さ
れ
る
中
、
昨

年
末
と
今
年
始
、
２
回
に
分
け
て
若

手
を
集
め
て
行
わ
れ
た
座
談
会
の
模

様
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

吉
田
誠
治
・
清
水
誠
・
宮
島
章
・
石

坂
好
一
・
伊
藤
守
　

高
橋
靖
之（
昭
54
観
）・
高
梨
祐
充

（
昭
57

観
）・
木
村
雅
央
（
昭
62

史
）・
大
口
達
雄（
平
元
観
）・
濱
中

茂（
平
２
観
）・
上
田
美
穂（
平
４

観
）・
畠
野
さ
か
え（
平
５
経
）・
中

島
傑（
平
７
観
）・
西
本
佳
世（
平
７

文
）・
大
坪
麻
利
子（
平
８
観
）

参
　
加
　
者
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